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肉牛生産のプロセス
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飼養管理

輸送
飼料原料A
の生産

ふん尿処理

出荷
輸送

飼料原料B
の生産

輸送
飼料原料C
の生産

…

牛肉

堆肥等

一般的に家畜に給与される飼料は
多くの飼料原料を配合したもの

それぞれの飼料原料のLCAは農産
物のLCAに当たるため、畜産の
LCAは農産物のLCAと比較してか
なり複雑



GHGの算出：温室効果ガスインベントリ報告書
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・我が国の温室効果ガス排出量の
公式報告書

・毎年発行

・排出量算出の基盤となる

・農業活動からの温室効果ガス排
出係数なども収録

ウシの消化管メタンや排せつ物管理
からのGHGについてはこれを用いて
算出可能



温室効果ガスインベントリ報告書：ウシ消化管CH4
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牛の消化管内発酵に伴うCH4の排出係数算定式



温室効果ガスインベントリ報告書：排せつ物管理CH4
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温室効果ガスインベントリ報告書：排せつ物管理N2O
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フォアグラウンド
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畜産物LCAの例：
肉用牛肥育

Ogino et al. 2004



肉用牛肥育システムの概要
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牛舎
濃厚飼料生産 粗飼料生産

輸入 輸入 + 国産

輸送

ふん尿

堆肥化

CO2, CH4, N2O, NH3, NOx, SO2

環境負荷物質

輸送

システム境界

子牛
(8か月齢)

出荷
(26-28か月齢)

牛肉

堆肥

肥育牛

機能単位：
牛1頭



用いたデータの例
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環境負荷源 発生係数 出典

飼料生産
Pimentel (1980); JEMAI (2000)

NH3 (土壌) 7.7% (NH3-N) Bouwmanら (1997); 

Misselbrookら (2000)

N2O (土壌) 0.5% (N2O-N) Eichner (1990)

飼料輸送
エネルギー関連 JEMAI (2000)

家畜管理
エネルギー関連 AFFTIS (1997); JEMAI (2000)

NH3 6.39% (NH3-N) Groot Koerkampら (1998) 

畜体

CH4 DMIの二次回帰式 Shibataら (1993)
ふん尿処理

CH4 1.05% (CH4-C) Hustedら (1994)
NH3 10% (NH3-N) Osadaら (2000)

N2O 1.13% (N2O-N) Osadaら (2000)

エネルギー関連

※データの更新が必要



肥育牛１頭あたりの温暖化 (気候変動)への影響
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飼料生産 飼料輸送 家畜管理 畜体 ふん尿処理

・プロセスごとにみると、
畜体からのメタン (消
化管メタン)が最も寄与
が大きい

・飼料生産や飼料輸送の
寄与もそれなりに大き
く、CO2が主要な負荷
物質

・ふん尿処理ではN2Oの
寄与が大きい



肉牛繁殖システムの概要
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牛舎
濃厚飼料生産 粗飼料生産

輸入 輸入 + 国産

輸送

ふん尿

堆肥化

CO2, CH4, N2O, NH3, NOx, SOx

環境負荷物質

輸送

システム境界

廃用

堆肥

母牛

機能単位：子牛1頭

子牛

子牛
(8か月齢)



肥育と繁殖を合わせた肉牛生産全体の排出量
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4,550kg

5,959kg

繁殖

肥育

計 10,509kg

温室効果ガス排出量 (CO2換算)

ウシ1頭あたり

13.1kg

枝肉1kgあたり

10.0kg

23.1kg



養豚のLCA：アミノ酸バランス改善飼料給与養豚の例

CO2 ,CH4, N2O, NH3, SO2, NOx

飼料
原料生産

慣行

排せつ物
処理

結晶
アミノ酸

飼料
原料生産

バランス

飼養

飼養

システム境界

慣行
飼料

バランス
飼料

評価したバランス飼料給与養豚システムと慣行システム

Ogino et al. 2013 12

※アミノ酸バランス改善飼料
（バランス飼料）：
飼料中のタンパク質含量を下げ
ると共に結晶アミノ酸を添加す
ることで、生産性を維持しつつ
窒素排せつ量を低減する飼料



アミノ酸バランス飼料給与養豚のLCA：結果
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飼料輸送増分

飼料生産増分（アミノ酸を含む）

排せつ物処理 (間接)減少分

排せつ物処理 (直接)

計

排せつ物処理を対象としたGHG排出量

20%減
5%減

豚のライフサイクル全体を
対象としたGHG排出量

慣行生産のGHG排出量：370kgCO2e(1頭あたり)、4.5kgCO2e(枝肉1kgあたり) 13

慣行 バランス

慣行 バランス




